
（別紙様式３－１） 
 

 
ストーリーの構成文化財一覧表 

 
 

番号 文化財の名称 指定等の状況 
 

ストーリーの中の位置づけ 
 

文化財の所
在地 

１ 埼玉
さきたま

古墳群
こ ふ んぐ ん

 国特別史跡 
東日本最大規模の古墳群。忍城水攻め
の際には、石田三成率いる豊臣秀吉軍
の本陣が丸墓山古墳墳頂に置かれた。 

 

２ 忍
おし

城跡
じょうあと

 

県旧跡 
 

＊旧跡は史跡
に準ずるもの 

城下町行田の発展の基礎となった城。
沼地と河川を巧みに利用して築かれ、
石田三成の水攻めにも耐え「浮城」、「水
城」とも呼ばれた。現在、本丸跡には行
田市郷土博物館が開設され、足袋関連
資料も展示されている。 

 

３ 石田堤
いしだづつみ

 県史跡 
石田三成率いる豊臣秀吉軍が忍城を水
攻めするために自然堤防上に築いた
堤。 

 

４ 享保
きょうほう

年間
ねんかん

行田町
ぎょうだまち

絵図
え ず

 未指定 

享保年間（1716～1735）頃の行田町の絵
図。３軒の足袋屋が記載されており、こ
の時期に既に行田で足袋づくりが始ま
っていたことが伺える。 

 

５ 秋
あき

山家
や ま け

文書
もんじょ

 未指定 

行田町有数の老舗足袋商であった秋山
家に伝来した文書群。江戸時代後期の
足袋製造や経営を知るうえで貴重な資
料である。 

 

６ 天保
てんぽう

年間
ねんかん

行田町
ぎょうだまち

絵図
え ず

 未指定 

天保年間（1830～1844）頃の行田町の絵
図。２７軒の足袋屋が記載されており、
当時の行田町で足袋屋が他のどの業種
よりも件数が多くなっている状況がわ
かる絵図である。 

 

７ 
大澤
おおさわ

久
きゅう

右
う

衛門
え も ん

家
け

住宅
じゅうたく

・

土蔵
ど ぞ う

 
未指定 

江戸時代の行田町最大の豪商であった
藍染の綿布問屋の江戸時代後期建設と
思われる住宅と土蔵。土蔵は現存する
最古の足袋蔵で、弘化３年(1846)の大
火の際には、この２棟が延焼を食い止
めた。 

 

８ 初午
はつうま

祭
まつ

り 未指定 

弘化３年(1846)の大火を契機に行田町
周辺で始まった火除けの祭礼。足袋蔵
の脇にある屋敷稲荷で執り行われてお
り、足袋蔵と共に行田の裏通りの景観
を形づくる風物詩となっている。 

 

９ 
今津
い ま づ

印刷所
いんさつじょ

店蔵
みせぐら

・主屋
し ゅ や

・

土蔵
ど ぞ う

 
市指定建造物 

足袋のラベル（ペーパ）の印刷に携わっ
た老舗印刷屋の江戸時代後期建設と思
われる店蔵・主屋、明治時代建設と思わ
れる土蔵。明治・大正期の当主今津徳之
助は、忍町商工会会頭として足袋産業
の発展にも大変尽力した。 

 

１０ 森家
も り け

土蔵
ど ぞ う

・古蛙
こ あ

庵
あん

 未指定 

嘉永３年(1850)と明治 45年(1912)棟上
の２棟の土蔵造りの足袋蔵。前者は既
存の土蔵を明治時代に足袋蔵に転用し
たもので、現在は私的な民芸館「古蛙
庵」として活用されている。 

 



（別紙様式３－１） 
 

番号 文化財の名称 指定等の状況 ストーリーの中の位置づけ 
文化財の所
在地 

１１ 
行田
ぎょうだ

の足袋
た び

製造
せいぞう

用具
よ う ぐ

及
およ

び 

製品
せいひん

関係
かんけい

資料
しりょう

 

国重要有形民
俗 

行田市郷土博物館所蔵の行田足袋の製
造が手縫いから機械化へ変化していく
変遷を示す貴重な資料 5484点。 

 

１２ 高橋家
た か はし け

の芭蕉
ばしょう

句碑
く ひ

 市史跡 

「名月の花かと見えて綿ばたけ」の句
を刻んだ芭蕉句碑。碑が建立された明
治 9 年(1866)頃には、この地域で足袋
の布地の原料となる綿の生産が盛んで
あったことがわかる。 

 

１３ 
十万石
じゅうまんごく

ふくさや行田
ぎょうだ

本
ほん

店
てん

店舗
て ん ぽ

 
国登録建造物 

明治 16年(1883)棟上の元山田呉服店
の重厚かつ豪勢な店蔵。後に足袋蔵に
転用され、現在は埼玉県を代表する和
菓子店の店舗となっている。 

 

１４ 

牧野
ま き の

本店
ほんてん

店蔵
みせぐら

・主屋
し ゅ や

・土
ど

蔵
ぞう

・足袋
た び

とくらしの博物
はくぶつ

館
かん

 

未指定 

大正 13年(1924)棟上の豪勢な店蔵・
主屋、明治 32年(1899)棟上と建築年
代不明の２棟の土蔵造りの足袋蔵、大
正 11年（1922）棟上の足袋工場が残
る元足袋商店の建物群、現在工場はＮ
ＰＯ運営の博物館となっている。全盛
期の足袋商店の様相を現す建物群であ
る。 

 

１５ 時田家
と き た け

住宅
じゅうたく

・時田蔵
と き たぐ ら

 未指定 

元時田啓左衛門商店の昭和 15～16年
頃建設の和洋折衷住宅、明治 36年
(1903)竣工と大正初期頃建設の２棟の
土蔵造りの足袋蔵。足袋蔵は、行田市
内では珍しい袖蔵形式である。 

 

１６ 保泉
ほ ず み

蔵
ぐら

 未指定 

元行田随一の足袋原料商店の昭和元年
(1926)建設の石造の店蔵・主屋、明治
後期と大正 5年(1916)建設の土蔵、昭
和 7年(1932)棟上の石蔵、昭和戦前期
建設のモルタル蔵。敷地東側に店蔵・
主屋・足袋蔵３棟が一列に並ぶ蔵並み
は圧巻で、時代による足袋蔵の変遷も
理解できる。 

 

１７ 
足袋蔵
た び ぐ ら

まちづくりミュー

ジアム（栗代蔵
くりだいぐら

） 
未指定 

明治 39年(1906)建設の元栗原代八商
店の土蔵造りの足袋蔵。現在はＮＰＯ
運営の観光案内所兼まちづくり情報セ
ンターとなっている。 

 

１８ 

Café閑居
かんきょ

・足袋蔵
た び ぐ ら

ギャラ 

リー門
かど

・パン工房
こうぼう

KURA・ 

クチキ建築
けんちく

設計
せっけい

事務所
じ む し ょ

・ 

土蔵
ど ぞ う

 

未指定 

元奥貫忠吉商店の昭和 5年(1930)棟上
の住宅、明治 43年(1910)棟上・大正 5
年(1916)棟上の洋小屋の土蔵３棟と建
築年代不明の土蔵（いずれも足袋
蔵）。足袋蔵の１棟は市内唯一の３階
建ての蔵である。住宅と足袋蔵３棟が
様々な形で再活用されている。 

 

１９ 草生蔵
く さ おぐ ら

 未指定 

昭和 30年(1955)竣工と思われる元金
楽足袋株式会社の石造の足袋蔵。胴差
部に稲田石が用いられている。最末期
の石造の足袋蔵の代表例である。 

 



（別紙様式３－１） 
 

番号 文化財の名称 指定等の状況 ストーリーの中の位置づけ 
文化財の所
在地 

２０ 

イサミコーポレーション

スクール工場
こうじょう

・事務所
じ む し ょ

 

・土蔵
ど ぞ う

・モルタル蔵
ぐら

・木
もく

造
ぞう

倉
そう

庫
こ

 

未指定 

イサミコーポレーションの大正 6年( 
1917)建設のノコギリ屋根の旧足袋工
場、翌年建設の事務所、大正～昭和初
期頃建設の工場（当初は講堂・寄宿
舎・食堂）、土蔵（足袋蔵）、木造倉
庫（足袋蔵）、昭和 13年(1938)棟上
のモルタル蔵（足袋蔵）。初期の大規
模足袋工場の姿を伝える建物群。 

 

２１ 田代蔵
た し ろぐ ら

 未指定 

元田代鐘助商店の大正時代建設の住居
と土蔵（足袋蔵）、昭和２年(1927)建
設の店舗・主屋と土蔵（足袋蔵）の４
棟が、短冊形の敷地に一列に並んで 
建てられている。 

 

２２ 旧忍町
きゅうおしまち

信用
しんよう

組合
くみあい

店舗
て ん ぽ

 市指定建造物 

大正 11年(1922)建設の木造洋風銀行
店舗。足袋商店主たちが出資して創業
した地元金融機関の創業時の店舗で、
足袋産業の発展を支えた。 

 

２３ 
大澤家
お お さわ け

住宅
じゅうたく

旧文庫蔵
きゅうぶんこぐら

・ 

住宅
じゅうたく

・土蔵
ど ぞ う

 

国登録建造物 
・未指定 

行田の足袋産業発展に尽力した大澤商
店の７代大澤専蔵が大正 15年（19 
26)に竣工させた行田市唯一のレンガ
造の足袋蔵、同じく昭和 3年(1928)に 
竣工させた店舗併用住宅。明治末頃建
設と伝えられる土蔵造りの足袋蔵。 

 

２４ 
旧
きゅう

小川
お が わ

忠
ちゅう

次郎
じ ろ う

商店
しょうてん

店
てん

舗
ぽ

及
およ

び主屋
し ゅ や

 
国登録建造物 

足袋原料を扱った小川忠次郎商店が大
正 14年(1925)に棟上した土蔵造りの店
舗併用住宅。現在はＮＰＯ運営の蕎麦
店となっている。 

 

２５ 奥貫蔵
おくぬきぐら

（あんど） 未指定 
奥貫忠吉商店が大正～昭和初期に建設
した大型の土蔵造りの足袋蔵。現在は
蕎麦店として再活用されている。 

 

２６ 行田
ぎょうだ

窯
がま

 未指定 

荒井八郎商店が昭和初期頃に建設した
元足袋原料倉庫。曳家され、約１/３の
大きさになって陶芸窯として再活用さ
れている。現存する数少ない木造の足
袋蔵として貴重である。 

 

２７ 鯨井家
く じ らい け

倉庫
そ う こ

 未指定 

昭和 3 年(1928)に建設された鉄筋コン
クリート造の元足袋原料倉庫（足袋
蔵）。現存する行田市唯一の戦前の鉄筋
コンクリート造の足袋蔵である。 

 

２８ 
イサミコーポレーション

足袋
た び

工場
こうじょう

 
未指定 

昭和初期の建設と思われるノコギリ屋
根の木造洋風足袋工場と元食堂。足袋
生産の拡大で、大規模工場が郊外に建
てられていった昭和初期の行田を代表
する足袋工場である。 

 

２９ 時田
と き た

足袋蔵
た び ぐ ら

 未指定 

元時田啓左衛門商店の昭和 4 年(1929)
棟上の大型の土蔵造りの足袋蔵。足袋
産業の発展とともに足袋蔵が大型化し
ていったことがわかる。 

 



（別紙様式３－１） 
 

番号 文化財の名称 指定等の状況 ストーリーの中の位置づけ 
文化財の所
在地 

３０ 武蔵野
む さ し の

銀行
ぎんこう

行田
ぎょうだ

支店
し て ん

店舗
て ん ぽ

 国登録建造物 

足袋産業の資金面を支えた忍貯金銀行
が昭和 9 年(1934)に竣工させた本格的
銀行建築の店舗。戦後は足袋会館（足袋
組合事務所）となり、現在は武蔵野銀行
店舗である。 

 

３１ 
旧荒井
きゅうあらい

八郎
はちろう

商店
しょうてん

事務所
じ む し ょ

兼
けん

主屋
し ゅ や

・大広間
お お ひろ ま

棟
とう

・洋館
ようかん

 
国登録建造物 

行田足袋被服工業組合の理事長を務め
た荒井八郎が昭和 12年(1937)に棟上し
た事務所兼主屋等３棟。「足袋御殿」と
も呼ばれ、地域の迎賓館としての役割
も果たした。現在は和牛懐石「彩々亭」
の店舗となっている。 

 

３２ 藍
あい

染
ぞめ

体験
たいけん

工房
こうぼう

「牧
まき

禎舎
ていしゃ

」 未指定 

昭和 15年(1940)竣工の元牧禎商店の事
務所兼住宅と足袋被服工場。現在はＮ
ＰＯ運営のアーティストシェア工房＆
藍染体験施設となっている。 

 

３３ フライ 未指定 

小麦粉を溶いてねぎを入れ、薄く延ば
して焼き上げたお好み焼きに似た郷土
料理。足袋工場に勤める女工さんのお
やつとして普及した。 

 

３４ ゼリーフライ 未指定 

おからとジャガイモを混ぜて揚げたコ
ロッケに似た郷土料理。足袋工場に勤
める人々に、おやつとして愛されてい
る。 

 

３５ 行田
ぎょうだ

の奈良漬
な ら づ け

 未指定 

足袋商店が得意先への贈答品として愛
用している行田の奈良漬。足袋産業全
盛期には、足袋商店の店先に漬物樽が
持ち込まれ、そこで漬けて持ち出され
ていた。 

 

３６ 孝子
こ う し

蔵
ぐら

 未指定 

大木末吉商店が昭和 26年(1951)に棟上
した石造の足袋蔵。木材不足から極力
木材を使わずに建設されている。戦後
の行田を代表する足袋蔵である。 

 

３７ 栗原家
く り はら け

モルタル蔵
ぐら

 未指定 

昭和 28年(1953)に館林市の農家の米蔵
を移築した元福力足袋有限会社のモル
タル造の足袋蔵。数少ない戦後の移築
転用された足袋蔵である。 

 

３８ 小沼蔵
こ ぬ まぐ ら

 未指定 
昭和 29年(1954)建設の元豊年足袋本舗
の大谷石造の足袋蔵。戦後の行田の足
袋蔵の代表例である。 

 

３９ 行田
ぎょうだ

足袋
た び

 未指定 
行田に本社を置く足袋商店が製造する
足袋。地域ブランドとして多方面に発
信している。 

 

４０ 
慶長
けいちょう

17年武蔵
むさしの

国
くに

酒巻
さかまき

 

村
むら

年貢
ね ん ぐ

割付状
わりつけじょう

 
未指定 

慶長 17 年(1612)の酒巻村の年貢割付
状。畑の年貢として木綿が書き上げら
れ、江戸時代初期にすでに行田市域で
木綿が栽培されていたことがわかる。 

 

４１ 奥貫家
お く ぬき け

土蔵
ど ぞ う

 未指定 

大正時代の建設と伝えられる元奥貫忠
吉商店の土蔵造りの足袋蔵。同商店は
市内数か所に足袋蔵を建設しており、
この蔵もそのひとつである。 

 



（別紙様式３－１） 
 

番号 文化財の名称 指定等の状況 ストーリーの中の位置づけ 
文化財の所
在地 

４２ 笠原家
か さ はら け

住宅
じゅうたく

 未指定 

昭和 6 年(1931)建設と伝えられる元足
袋原料商店の店舗併用住宅。その後足
袋卸売商の店舗併用住宅、旅館、バーと
用途が変わり、現在は住宅となってい
る。昭和戦前期の姿を良く留めている。 

 

４３ 行田
ぎょうだ

音頭
お ん ど

 未指定 

行田の足袋産業が不景気にあえいだ昭
和 9 年(1934)に、当時の忍町長の発案
で不景気を吹き飛ばそうと西條八十、
中山晋平に依頼して制作した音頭。「足
袋の行田を思い出す」等、歌詞にも足袋
のことが歌われている。 

 

４４ 楽屋
が く や

足袋蔵
た び ぐ ら

 未指定 
昭和 20年代後半の建設と伝えられる楽
屋足袋の石造の足袋蔵。戦後の行田を
代表する足袋蔵のひとつである。 

 

４５ 橋
はし

本家
も と け

文書
もんじょ

 未指定 
行田有数の足袋商店であった橋本喜助
商店の足袋に関わる江戸時代後期～昭
和戦前期の文書群。 

 

４６ 小林家
こ ば やし け

住宅
じゅうたく

 未指定 

昭和 16年(1941)建設と伝えられる足袋
原料問屋の隠居住宅。行田の足袋商店
はしばしば別宅を持っていたが、この
隠居住宅は、和風建築と洋風建築が複
合された珍しい建築となっている。 

 

 


